
 

 

 

               

      温泉学会第 11回群馬・みなかみ大会案内  

            

     会 期  2009年（平成21年）9月4（金）～6日（日）  

      

     開催地  群馬県みなかみ町・上牧（かみもく）温泉  

        大会会場  みなかみ町カルチャーセンター  

          群馬県利根郡みなかみ町上牧1735（電話：0278-20-4040） 

      宿泊会場  辰巳館  

          群馬県利根郡みなかみ町上牧2052（電話：0278-72-3055） 

第 11 回群馬・みなかみ大会の開催にあたって  

実行委員会委員長   平野 富雄 

 

 温泉学会は関西大学教授だった故保田芳昭初代会長の提唱で 2003 年 9 月に設立されまし

た。先生のご専門はマーケット理論でしたが、学会設立の主旨は消費者目線で温泉を見て、

調べ、評価し、論ずる事でした。以来、設立総会を兼ねて開催された第 1 回大会を皮切り

にして、年に 2 回春と秋に学会大会を開催してきました。 

 本年秋の第 11 回大会は、2009 年 9 月 4 日（金）～6 日（日）の三日間、群馬県みなかみ

町上牧（かみもく）温泉の同町カルチャーセンター及び辰巳館を主会場にして開催します。 

 上牧温泉は平成の合併以前は月夜野町でした。その町名の月夜野のいわれは古く、平安

の天暦 10 年（956）仲秋の夜、この地を旅していた都の歌人･源順（みなもとのしたごう）

が、「よき月夜のう」と発したのが地名の由来と伝える由緒ある温泉地です。 

 今回の群馬・みなかみ大会は、「利用者から見た「温泉資源の保護」を考える」をテー

マにしています。環境省は去る 3 月末に「温泉資源の保護に関するガイドライン」の策定

を終えましたが、本大会ではこれを基調講演の演題にとりあげ、それに現地報告やシンポ

ジウムなどを織り交ぜて我が国の温泉利用と温泉保護の問題点を追求したいと考えており

ます。 

 みなかみ町には、大会の主会場となる上牧温泉の他に、水上、谷川、湯檜曽、宝川、猿

ヶ京、法師など 17 もの温泉地が点在しています。環境省が「温泉資源の保護に関するガイ

ドライン」を策定した契機は、この町内の温泉地で起きた新規温泉掘削に関する許認可手

続きをめぐる訴訟が基になっていました。その因縁の温泉町での「温泉資源の保護を考え

る」をテーマにした大会です。さらに大会のテーマとは別の一般消費者の視点による温泉

に関する身近な問題の発表も予定しています。 

 これらの問題に関心を持つ多くの温泉愛好者のご参加･ご出席を心より期待しておりま

す。 

 



 

 

      温泉学会  第 11 回群馬・みなかみ大会プログラム  

 

大会テーマ  

利用者から見た「温泉資源の保護」を考える  

 

 

9月4日（金）      会場：上牧温泉 辰巳館 

  

  19:00～        夕食・懇親会（辰巳館宿泊の理事、学会参加者合同） 

 

 

9月5日（土）    会場：みなかみ町カルチャーセンター 

 12:00～    受付開始 

  13:00～13:05    大会挨拶  温泉学会  会長  竹下  賢氏 

 13:05～13:25    歓迎の言葉   みなかみ町長    鈴木和雄氏 

 13:25～13:30    大会テーマ趣旨説明と講師紹介 実行委員長 平野富雄氏 

 13:30～14:30    基調講演   「温泉資源の保護に関するガイドライン」 

               環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室 

                参事官補佐    中原敏正氏 

 14:30～15:30    現地報告   「群馬県の温泉の保護対策」 

                             群馬県健康福祉部       

                薬務課長        儘田健一氏 

                           「群馬県の大深度掘削泉の状況」 

               （社）群馬県温泉協会 

                常務理事     酒井幸子氏 

 15:30～15:45    質疑 

 15:45～16:00    休憩 

 16:00～18:00    会員総会 

 

 20:30～21:30  会員等懇親会 

      会場：辰巳館  会費 1 人 1000 円（当日、受付にて集金） 

 

 

 

 



 

 

 

9月6日（日）    会場：みなかみ町カルチャーセンター 

 08:30～10:15（1 時間 45 分） シンポジウム 

    大会テーマ「利用者から見た「温泉資源の保護」を考える」 

          コーディネーター   平野富雄氏 大会実行委員長 

         パネラー     横山隆一氏 （財）日本自然保護協会 常勤理事 

                             井沢 啓氏 （株）朝日旅行 代表取締役社長 

                 布山裕一氏 （社）日本温泉協会 事務局長 

                              藤田勝利氏  近畿大学法科大学院教授 

 10:15～10:20    休憩 

  

 10:20～12:05  自由論題報告 

 口頭発表順 

１．野田徹郎氏（つくば市）「温泉の適正利用とは何か」 

２．久保富雄氏（みなかみ町）「大深度掘削と温泉資源保護の問題（谷川地域における影

響 調査の実例）」 

３．長谷戴子氏（京都市）「温泉ガイド本等に書かれている湧出量の記述について」（或

は、 「・・・・記述は信用できるのだろうか」） 

４．大川哲次氏（奈良市）「旅の歌人・若山牧水と群馬の温泉紀行」 

５．李建志氏（広島市）「ニッポン温泉観光地案内ー外国語による記述をめぐって」 

６．ハーヴィ シャピロ氏（京都市）「温泉学会開催地の防災実態調査について」 

７．藤田康介氏（中国）「中国伝統医学における温泉」 

 

 ポスター発表 

１．久保富雄氏（みなかみ町）、平野富雄氏（大井町）「段階揚湯試験データの解析を普

通方 眼紙で行い過大に揚湯量を算出した中央温泉研究所の報告書」 

 

 12:05～   閉会の挨拶 

 

エクスカーション       四万温泉方面（四万温泉源泉見学など） 

 12:30        出 発 

             （参加費 1000 円） 

    参加者は出発（12 時 30 分）までに、各自昼食を済ませておいてください。弁当    

の予約受付を大会第一日目（9 月 5 日）に行います。 

 

 

                    


